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参カロ者増えた収穫祭
11月 3日 (祝 日)、

今年の収穫祭を行いま し

た。晴天 に恵 まれ、大勢

の参加者があ り、今年も

盛会 で した。私共幹事の

不手際のため、準備の道

具が揃わないというハプ

ニ ングがあ りま したが、

メンバーの皆様の熱心な

ご協力と名戸小の思いも

か け な か つ た応 援 を頂

き、無事 にスター トを切

ることが出来ました。

次ページヘつづ く

ます。総会議案書は当日配布予定。会場では今年度の年会費納入も受け付けます。

学校の南側道路に面 しています。)

改訂の審議

(現行の年会費2000円、家族会員年会費3000円をともに1000円に引き下げ

講演を行います。またすべて終了後に懇親

いつものようにビオトープを見下ろしながらテーブ
｀
ルを囲む



光正 )

写真上

食膳の準備

写真右

言わずと知れた

餅つき

写真下

餅米ふかし

このカマ ドは名

戸ケ谷小学校か

らの借用です。

持参の名戸ケ谷

小学校長に感謝

昼には名戸小の校長先生や担任先生にお越 しいただき、

柏市からは担当課長にご出席を頂きました。今回初めて近

くの保育園の保母さんにもおこし頂きました。今年は放射

線問題があったため子供たちの参加がどうなるのかが気が

か りで したが、ふたを開けてみると大勢の子供たちがやつ

てきてくれました。

小林さんの手品に子どもたちも大喜び

写真上・下

食卓風景
いろいろ話がはずみます。

・ ・ F    ttr

L証‐才

田町の小林 さんの手品 _|ロ
芸のご披露があリー段

と盛 り上が りました。

担当幹事として、収穫

祭の準備や調理にご協

力いただいたメンバー

の皆様にあつく御礼申

し上げます。 (佐 々

木

ヽ

ヽ

ヽ



ビオトープ水田収穫量の推移実績
影山賢三氏によるデータを元にしたもの

軽

もち米 うるち米

備 考
玄米収量

Kg
面積

坪

反収

Kg/反
玄米収量

Kg
面積

坪

反収

Kg/反

2003(H15)J羊 149 165 271 186 238 234

2004(H16)J手 193 165 351 296 268 331

2005(H17)J竿 173 165 315 228 268 255

2006(H18)J= 150 165 272 231 238 291 不水田 :分 げつ肥料窒素分
3Kg/反

2007(H19)J手 48 165 87 141 238 178 両水田とも雑草繁茂で不作

2008(H20)J手 153 127 361 306 269 341 全水田秋鶏糞N分 1.5Kg′ 元肥

3。 5Kg′穂月巴lKg十ミネラリレ

2009(H21)J手 134 127 316 319 269 356 7月の天候不順のため前年収量

を下回る。

2010(H22)J手 106 127 250 300 269 335 分けつ、稲の躯体の生育は順

調だつたが実入りが不十分で

収量減少

2011(H23)J手 79 127 187 292 269 326 倒伏 防止 と結実をよ くするた

め に元肥を減 ら し穂肥を減 ら

した。もちは大幅減収

コメにまつわる作業風景
コメを収穫 して、それを精米 して、皆さん

に届 けるまでには、大変な作業があるもので

す。

写真は下が米ぬか散布。右上は稲の乾燥が

終わつたあとのホダパイプ解体。右下は収穫し

たコメを計量して袋詰め。いろんなことがある

ものです。



大 丼 Jヒ西 部 の
ニリンソウと夕ニギキョウ

旧沼南町の大丼に行かれたことがあり

ますか? 手賀沼近くで大津川を東側

に渡ると、そこが大丼です。大丼はと

ても広い地域ですが、その中で手賀沼

と大津川に最も近い一画、大丼北西部

が今日の舞台です。この一帯には今も

里山風景が残つています。大きな林こ

そありませんが、農家やお寺の裏山、

或いは、谷津の斜面には昔の面影を残

す小さな樹林が残つています。そうし

た場所に昔からの貴重な植物が今も見

られます。

その大丼北西部で特に注目される植物が、ニリ

ンソウと夕ニギキョウです。いずれも千葉県絶滅

危惧種に指定されていますが、大丼地区ではニリ

ンソウの自生地が 2箇所、夕ニギキョウは5箇所

もあります。この二つの植物は共通する環境に生

えています。谷津の斜面林の下部近くの、明るい

木陰の下で、適度な湿り気がある場所、そんな環

境の中で暮らしています。こうした場所では、二

リンソウや夕ニギキョウ以外の植物で同じような

環境を好む植物が同居しています。ジロボウエン

ゴサクやヤマネコノメソウやウワバミソウなどで

す。
ニリンソウや夕ニギキョウが大丼北西部に集中

かわねのホットスボットめぐり

的に残つているということは、この地区が

手賀沼や大津川の湿地帯に面 した涼 しげな

環境に恵まれていた証左だと思われます。

この涼 しげな環境を今も維持 しているのが

周 りの落葉樹や竹林と恵まれた湧水です。

こうした環境をこれからも保護 してゆくこ

とが必要です。

大丼北西部にはニ リンソウ、夕ニギキョ

ウ以外にも数多 くの貴重な植物が残つて

います。湿地に咲 くミク リ、林縁草地に

咲くノジ トラノオ、林下に生えるキンラン

LE
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やギンランなどです。

ところで、大丼北西部の貴重な草花はいず

れも個人の所有地に生えています。だから、

自由勝手に覗き見ることが出来ません。立ち

入るには持ち主の許可が必要とな ります。こ

希望の方は私 (佐々木)までメールでご連絡

くだされば ご案 内いた します。花の見 ごろ

は、ニ リンソウと夕ニギキ ョウは 4月 下旬

頃、ミク リは 6月 中旬。ノジ トラノオは 7月
初旬です。

(文・写真 :佐々木光正 )

左 :回生の里寄り
の水路に放棄され

たゴミ類の撤去。

右 :Bゾ ーンの湿

原に伸びている∃

シ類を刈り取る。

1
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キンラン    タ

作業日誌から

12/17(含同)清掃と草Xuリ ー年末の仕事納め



観察会報告
1)秋の観察会を 10月 29日 (土)10時 ～ 12時にて行つ

た。

参加者  親子 4組、個人 2人  計 13名。

広報に掲載 されたこともあ り、年 々参加者が増えてい

えう 。

2)秋の生 き物調査  11月 2日 (月 )9時半 ～ 11時半 にて

行つた。

参加者 :篠崎、松清、影山、藤平。

講評 :柄澤先生より、「例年とあまり変わらず、良い状
態が保たれている」とのコメントをいただいた。

篠 崎 会 長 よ り

「実施 日 11月遅

すぎるのではない

か。 トンボ類のが

多 くみられる 9月
頃でどうか」との

ご意見をいただいた。ほかに、「調査の予定を

年間で決めておいてはどうか」 「調査日の報告

だけでな くほかの時期の観察報告も したほうが

良いのではないか」等の意見が出た。

(藤平二郎)

親子連れで熱心に観察

収集した生きものの説明を聞<子どもたち

年末恒例のしめ縄つ<り
12月 (17日 )合同作業 日

にビオ トープの大掃除を終えた

10時頃から木村家物置前庭で

恒例の新藁を使つた注連飾 り作

りを行いました。

今年一番の寒い日で したが日

だまりで冬の日差 しを浴びて 1

0名程の会員が参加 しました。

最初からスラスラできる人もお

れば、縄絢いは初めてで悪戦苦闘される

人もありました。又半紙で飾りの紙垂れ

(シデ)作 りも行い、和気調々の一時で

した。

11時過ぎまで続き、自作の輪飾りを

土産にお開きになりました。 (影山)
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ビオトープとわたし 薗田 廣満

名戸ケ谷ビオ トープを育てる会には7年前に影山さんに誘われて入会いたしました。自

宅からビオ トープの場所までは徒歩で約30分位で着 く距離であり、月 1回程度の活動でも

あり、運動の一環としても丁度良いと考え入会 しました。

当初は3部会に分かれており、小生は不耕起稲作部会に入りました。小さい頃農家を手

伝つたこともあるので、田植えや稲刈 り等の農作業は何の心配もな く、昔取つた何とやら

で身体を動かす事には何ら抵抗がありませんでした。しか しこの水田は土壌が柔らか く、

深田であるため足が膝までのめ り込んでスムーズに前に進めないのが難点で往生 しまし

た。

5年前、佐原市の藤崎農家に苗を引き取 りに行 く際、

不耕起栽培法で実際栽培 している田んばを見学する機

会を得ました。化学肥料を施す通常の栽培水田と不耕

起栽培方法 との違いを比較 して見ました。畦道の左右

に分かれ、一方が化学肥料の通常の栽培法の田圃は虫 1

匹見られず、もう一方の不耕起栽培の田圃にはニホン

アカガエル、田螺、カダヤシその他数多 くの生き物が

見られ、又田一面に藻が生えてお り、この藻の下には

糸ミミズが多 く生息 し、このミミズの糞が田に栄養を

与え、稲が成長 しているのだと説明を受け、その違い

に驚きました。

我がビオ トープは開始 して3年目には不味い米になった

経緯があ ります。栄養になる物が不足 して田が痩せて

しまったのです。藤崎家のような栄養豊富な田になる

にはまだまだ時間が掛かるなと思いました。一応4年目

からは有機肥料を加えたため昨年からはおいしい米に

なつたと感 じました。

ビオ トープを育てる会も年数を重ね、皆様の知恵と経験と努力で充実してきていると思
います。私は単に皆様のビオ トープを少 しだけお手伝い出来て、和やかに時を過ごして毎
年収穫祭の開催が出来る事に喜びを感 じてお ります。会員皆様が元気でビオ トープが運営
出来ますように微力ではありますが、今後も参加を続けたいと思つております。今後とも
よろしくお願い致 します。

腐食が進んで傷んでいた木道の掛 け替えが′肉 民 /J・ メニ
～

tl易
～

ヽ し ノ`こ/Fg旦眈村IL「 レノ窪3′4/J｀

柏市発注 による改修工事 と して行われ ま し:H●
=‐ ～

′工 ▼L― υ 墜 崚 」_― し υ  ヽ lJ■ ノ 4 ιc卜 υ

た。 11月 21日 か ら始 ま り、 12月 上旬 に

は立ち入り解除になりま l′ た^

これでしばらく:

真は改修が終わった木道です。
鴇 JL.
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鳥の隔き声

さえずりと地鳴き
鳥はその美しさが魅力です。ビオトープで見られるダイサギの端正な体つきと真つ自な

羽色、カワセミの長い嘴と輝くようなブルーの羽色など魅力的です。

この外見の美しさに勝るとも劣らない魅力が、さえずりです。鳥を見て楽しむのがバー

ドウオッチングですが、バードリスニングという言葉もあるくらいです。鳥の鳴く声は大

きく分けて「さえずり」と「地鳴き」の2種類があります。さえずりは主に雄が繁殖期に鳴

くもので、縄張りを宣言したり、雌への求愛のためと説明されています。さえずり以外の

鳴き方は全て地鳴きと呼ばれ求愛や警戒などの意味があるといわれています。

聞きな し

鳥の声を覚えるのは難しいという人は多
いと云われています。それは鳴き声は姿

形のように、ひと目で誰もがわかるよう

に表現することが難しいことに原因があ

るのでしよう。図鑑にも鳴き声が書かれ

ていますが、表記の仕方が図鑑によつて

日まちまちですし、その音質やリズムを文
B字で表現することはほとんど不可能で
日す。CDなどが普及してきましたが、いつ
日でもどこでも気軽に聞くことはできませ
口

｀ Uし し ｀ Uメ L種 0し :月Jヽ し し ●‐ ヽ Cい じ

Bん。鳥の声を覚えるには、フイールドで
Bベテランからお教えてもらうのが一番ですが、人の言葉に置き換える「聞きなし」もひと

「ギョギョシ、 ギョギョシ」と囀つています。

春から夏にかけては鳥たちの繁殖期なので、さえずりを聞いて覚えるには絶好の機会で

す。遠くまで出かけなくとも、公園や住宅地周辺の雑木林などでもシジユウカラやメジ

□、キジバ トなど繁殖している鳥は多くいます。特に繁殖期には、声の出所を詮索して巣

に近づきすぎないように注意したいものです。

(文・写真 :篠崎 将)

蝙軍饉記
毎回いいわけしているようですが、今号も年末発行予定が年明けとなってしまいました。自然を相手の作業はだ

いたい、季節循環タイプで、それほど大きな変化があるわけではありません。しかし、コメの収穫量の変化 (本号の3

ページ参照)を見ると、年によって大きな変化があります。改めて農業の難しさを感じます。ビオトープだよりも季節

対応で、春の芽吹きから始まって、田植え、草取り、収穫、収穫祭とだいたいのパターンが決まってしまいます。そこを

どう変化をつけるかが問われます。現在は、写真グラフ中心になっていますが、特集を考えるとか、会員の皆さんの

投稿を募つていくとか、皆さんのお知恵を拝借したくお願いいたします。          (高 田昭治)
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